
■中心市街地が抱える防災上の課題

災害の影響を踏まえた「庁舎周辺まちづくりプラン」検討の進め方 資料4

令和８年熊本地震や令和７年８月豪雨が中心市街地に与えた影響等を踏まえ、「（仮称）庁舎周

辺まちづくりプラン」に反映すべき内容を整理する。

• 中心市街地における令和8年熊本地震および令和7年8月豪雨の被害状況

• 更なる大規模地震が発生した場合の中心市街地への影響想定

• 地権者ヒアリング（地震の影響や意識の変化等） など

■調査イメージ

• 本市の中心市街地は、買い物、通勤、通学、観光を目的に多くの人が集中しているが、耐

震性や水害時の対応に課題がある建物もみられ、災害時には甚大な人的被害が起こる可能

性もある。

• また、百貨店、商店街、オフィス、金融機関、バスターミナルなどの都市機能が集積し、

災害により機能停止すれば、本市だけではなく、周辺地域の経済にも深刻な影響を与える

可能性がある。

このようなことから・・・
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